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ＰＭＳ実践編① 
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著作権について 

本書は、著作権法で保護されている著作物です。本書の著作権は、プロジェクトリバリ

ッチ -LibeRich-にあります。書面による事前許可なく、本書の一部、または全部をイ

ンターネット上に公開すること、転売することを禁じます。本書をあらゆるデータ蓄積

手段（印刷物、電子ファイル、ビデオ、ＤＶＤ、およびその他電子メディアなど）によ

り複製、流用および転載することを禁じます。 

 

使用許諾契約書 

本契約は、本書を受け取った法人・個人（以下、甲とする）とプロジェクトリバリッチ 

-LibeRich-（以下、乙とする）との間で合意した契約です。本書を甲が受けとることに

より、この契約は成立します。 

 

第１条（目的） 

本契約は、本書に含まれる情報を、本契約に基づき、甲が非独占的に使用する権利を 

承諾するものです。 

 

第２条（第三者への公開の禁止） 

本書に含まれる情報は、著作権法によって保護されています。また、本書の内容は、秘

匿性の高い内容であり、甲はその情報を乙との書面による事前許可を得ずにいかなる 

第三者にも公開することを禁じます。 

 

第３条（契約解除） 

甲が本契約に違反した場合、乙はいつでもこの使用許諾契約を解除することができるも

のとします。 

 

第４条（損害賠償） 

甲が本契約の第２条の規定に違反した場合、本契約の解除に関わらず、甲は乙に対し、

違約金として、乙の指定する金額を支払うものとします。 

 

第５条（その他・免責事項） 

本書は、利用者の利益を保証するものではありません。本書に沿って実行し、期待通り

の効果を得ることができず万一如何なる損益が生じた場合でも、乙は甲に対して責任を

負わないものとします。インターネット上のサービスは変更がつきものです。永久にご

利用できることを保証するものではありませんので予めご了承ください。 
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レポート紹介用ＵＲＬを生成する 
 

 

それでは早速、具体的な手順を説明してきます。 

 

準備編までの作業を終えたら、 

次はリストを獲得するために動いていきます。 

 

まずは、「感染菌を見る」のメニューをクリックしてください。 

 

 

 

「感染菌を見る」のメニューから「感染菌を確認」をクリックすると配布する

レポートのＰＤＦを確認することが出来ます。 

 

また、あなたが作成したオリジナルのレポートを感染菌として配布することが

出来ます。 
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これからあなたはあらゆる方法でこのレポートを紹介して 

リストを獲得していくわけです。 

 

どんな内容のレポートなのか？を把握していないと、 

ブログやホームページ、メルマガでもどのように紹介したら良いのか 

わからなくなってしまうため、まずはレポートの内容を確認しましょう。 

 

 

感染菌（配布用レポート）はターゲットに合わせて今後も追加しますし、 

あなたオリジナルの感染菌を作れるようになっています。 

 

つまり、あなたがレポートを作成し、そのレポートを「感染菌」として利用す

ることが出来るということです。 

 

 

今回は、「リストを集めたい人」をターゲットにした、 

「リストが勝手に集まる方法」を感染菌に指定します。 

 

次のページのように、「この感染菌を撒く」をクリックします。 

感染菌とは、このシステムを利用して配布を行う「レポー

ト」を指します。 

 

準備編でも説明したように、このレポートを閲覧するため

にユーザーはパスワードを取得する必要があり、パスワー

ドを取得するためには、メールアドレスを登録しなければ

なりません。 

 

ここで入力されたメールアドレスが、あなたが獲得できる

リストになります。 
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「感染菌を撒く」では、レポートを読むために入力したアドレス、 

つまり、あなたが獲得したリストを、どのメルマガのどのシナリオに 

登録するか？などの詳細な設定を行うことが出来ます。 

 

また、「ブログ紹介用」「メルマガ紹介用」など、 

用途によって分けることも出来ます。 

 

 

 

「何用か？」がわかるように、任意の名称をまず設定します。 

 

ひとまず、わかりやすいように、「自己メルマガ用 その１」など 

簡易的な名称をつけて進めていってください。 

 

※ 「配信メールアドレス」は、準備編でも説明したように、獲得したユーザー

のメールアドレスに送られるあなたのメルマガの配信元のメールアドレス

になります。 
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次に「メール配信システム」の選択を行います。 

 

なお、このメール配信システムを設定しなくても、感染菌の生成することは出

来ますし、「感染レポート」にある「ＣＳＶダウンロード」から登録されたリス

トを、ＣＳＶ形式でダウンロードして確認することが出来ます。 

 

メール配信システムを選択したら、 

獲得したリストが登録される「シナリオ番号」を入力します。 

 

 

 

今回、初めてメール配信スタンドを取得された場合、 

まだシナリオの作成も行っていないと思いますので、 

まずはメール配信スタンドでシナリオを作ってみましょう。 

 

ここでは、初心者向けで紹介したイーグルメールを例に説明します。 

 

イーグルメール 

http://www.pandemic-m.com/url/eagle.html 

ユーザーID ： tokubetsu 

パスワード ： stepmail 

 

■利用料金 

初期設定費用 ： ０円 限定価格 

月額費用 ： 2,980 円 １ヶ月目無料 

※イーグルメールの特別価格に関しては、上記に記載しているＵＲＬから 

 申し込んだ場合の特別価格になります。 

 

イーグルメールにログイン後、 

左メニューの「新規シナリオ」よりシナリオの作成を行います。 

 

http://www.pandemic-m.com/url/eagle.html
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まずは、シナリオを作ってみる！というのが目的なので、 

詳細な説明はある程度省いて説明していきます。 

 

（今説明してしまうと混乱して途中で作業がストップしてしまいますので） 

 

 

 

ステップメール（シナリオ） 

ここでは、あなたのメルマガのタイトルを入力します。 

今回はわかりやすく、「初心者がメルマガで稼ぐ方法」とします。 

 

送信者名 

発行者名（あなたの名前）を入力します。 

 

送信者メールアドレス 

送信元のあなたのメールアドレスを入力します。 

 

 

上記の３つが入力必須項目ですので、この３点を入力します。 

 

残りの項目は初期設定のままで特に変更しなくて構いませんが、 

最後の「クリック解析をする」にはクリックを入れましょう。 

 

 
 

※ クリック解析とは、あなたが紹介したＵＲＬが何クリックされたか？を計測

するものです。 

 

上記を設定したら確認画面へ進みシナリオを作成が完了です。 
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作成したメルマガは上記のように一覧になって表示されますので、 

「ＮＯ」の隣に４桁からのシナリオ番号が表示されますので、 

このシナリオ番号を「感染菌を撒く」の「シナリオ番号」に入力します。 

 

 

 

※ 「感染菌を撒く」より作った過去の感染菌を編集することは出来ません。ま

た、シナリオ番号が間違った場合、あなたとは関係のない他者のシナリオに

登録されてしまうため、くれぐれも間違いのないようにしてください。 

 

 

上記はイーグルメールを例に説明しましたが、「アスメル」「パワーステップ」「エ

キスパートメール」を利用される場合でも同様にシナリオＩＤの入力が必要と

なりますので、各配信スタンドにおいて、何を入力すべきかを以下にまとめて

おきます。 

 

■ アスメル 

 

アスメルは、登録するメールマガジンのシナリオＩＤ（番号）を入力します。 
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※ シナリオＩＤに関しては、数字のみ入力して頂く形になりますので、「No.」

などは入力しないようにお願いします。 

 

 
 

また、登録フォームの使用設定では「使用する＋暗号化」は使用しないで下さ

い。こちらの暗号化を使用された場合、指定したシナリオＩＤ（番号）には登

録が出来ませんので、必ず「使用する」という設定にしてください。 

 

 

※ 編集はシナリオの「設定」から行う事ができます。 

 

■ パワーステップ 

 

パワーステップでは、シナリオ番号（sno）の他に、 

ＵＲＬも入力する必要があります。 

 

 

 

まずはシナリオ番号である「sno」を入力します。 
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そして次に、ＵＲＬを入力します。 

 

ＵＲＬに関しては、利用しているパワーステップのアカウントに 

割り当てられた独自ＵＲＬの事です。 

 

例） 

あなたのパワーステップのログインページが以下だった場合 

 

https://39auto.biz/testlogin/admin/ 

 

※ 「testlogin」はあなたがパワーステップを利用する際に、申し込んだ任意

の ID になります。 

 

この場合は、 

https://39auto.biz/testlogin/ 

 

をＵＲＬの項目へ入力します。 

 

 

 

※「https://39auto.biz」の部分は固定ではなく、「55outo.biz」だったり、メ

ールシステムを契約した時期などによって異なります。必ずＵＲＬを間違えな

いようにご注意ください。 
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■ エキスパートメール 

※エキスパートメールクラウド版も対応しておりますので、後ほど解説致します。 

エキスパートメールも、パワーステップと同様に、 

シナリオ番号（ＩＤ）と「ＵＲＬ」を入力する必要があります。 

 

シナリオ番号（ID）に関しては、登録するエキスパートメールシナリオの冒頭に表示さ

れている、４文字の英数字になります。 

 

 

 

続いて URL の設定についてですが、これまで URL はエキスパートメールの 

ドメイン URL で問題ありませんでしたがエキスパートメールの仕様変更に伴い、 

メルマガフォームのドメインが異なる場合があります。 

 

そのため、利用したいメルマガフォームの【 HTML コード 】を確認します。 

 

 

まずトップページより対象のメルマガを選択します。 
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メルマガメニューより「フォーム一覧」を選択してください。 

 

 

 

フォーム一覧より「編集」を選択してください。 

 

 

 

編集から「HTML コード」を選択してください。 
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以下のように、HTML コードが表示されますので、

 

 

■例：HTML コード内の URL の記載が、 

   <form method="post" action="http://******/ad/do" target="_blank”>の場合 

 「http://******/ad/do」を入力してください。 

 

これで、同時登録の登録・解除シナリオ設定は完了です。 

 

http://oclog.net/ad/do
http://oclog.net/ad/do
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また、万が一、シナリオ番号に間違いがある場合、あなたの配信スタンドの 

シナリオに獲得したリストが登録されなくなってしまいますので、 

くれぐれもお間違いのないようにご注意ください。 

 

これで、感染菌の製造は完了し、あなた専用の紹介ＵＲＬが作成されました。 

 

 

 

 

感染菌を作成すると、ダウンロードＵＲＬ、ＰＤＦ、登録フォーム、の３種類から紹介

する方法を選択することが可能です。 

 

これをユーザーに対する紹介方法、アプローチする方法ということで、アプローチ方法

と言うのですが、この３つのアプローチ方法について説明していきたいと思います。 
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■ダウンロードＵＲＬ 

このダウンロードＵＲＬを紹介すると、ユーザーはＰＭＳのｅｘｅファイルの入ったＺ

ＩＰファイルをダウンロードすることになります。 

 

そのため、対象となるのは”パソコンを利用している人”ということ。 

 

これを意識して配布する必要があります。 

 

どういうことか？というと、例えば携帯でのアクセスが多い Facebook やツイッターで、

ＺＩＰファイルをダウンロード出来るＵＲＬを紹介しても、携帯ではＺＩＰファイルや

ｅｘｅファイルを触ることが出来ないため、ユーザーは何のファイルかを確認すること

も出来ないため、拡散効果があまり見込めないということです。 

 

あなたの目的がリストを収集するだけなら良いのですが、その集めたリストからもリス

トを収集できるのが、このパンデミックシステムのメリットの一つです。 

 

あなたが集めたリストがＰＭＳを利用して活動することで、あなたにはリストが自動で

集まる仕組みが構築されていきます。 

 

 

そのことを踏まえると、パソコンからのアクセスが多いサイトやブログ、メルマガなど

ではユーザーのパソコンにダウンロードさせることができるため、効果を発揮します。 

 

あなたの感染菌をダウンロードし、exe ファイルを起動し、ＰＤＦを閲覧してＰＭＳを

利用してくれる可能性が高いということです。 
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■ＰＤＦ ＵＲＬ 

このＵＲＬを紹介すると、下記のようなＰＤＦへユーザーを誘導することが出来ます。 

 

 

 

ＰＤＦのＵＲＬを紹介すると、ＷＥＢ（ブラウザ）でＰＤＦを見ることができますし、

自らダウンロードして、そのＰＤＦファイルをそのままＰＤＦとして配布することも可

能です。 

 

この「ご利用案内」のＰＤＦの最下部には、感染菌への誘導ＵＲＬがあります。 
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このＵＲＬをユーザーがクリックして進むと、下記の画面になります。 

 

※下記の画像にある赤枠内には、既存の感染菌ＰＤＦが表示されます。自作の感染菌で

作成した場合は、そのＰＤＦの名前が表示されます。 

 

 

 

上記のフォームから「お名前」と「メールアドレス」を入力して貰うと、 

ユーザーは感染菌を見ることが可能になります。 

 

このＰＤＦを紹介する利点は、ユーザーがＷＥＢ（ブラウザ）で感染菌まで辿り着くこ

とが可能、というところです。 
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ここで少しユーザーの行動の流れを整理しておきますと、 

 

１．あなたの配布したＰＤＦのＵＲＬをユーザーがクリック 

             ↓ 

２．ユーザーには”ご利用案内”のＰＤＦがブラウザで表示される 

             ↓ 

３．ユーザーは、ご利用案内の最下部にあるＵＲＬをクリックする 

             ↓ 

４．ユーザーはパスワード申請フォームのページへ辿り着く 

             ↓ 

５．ユーザーがパスワード申請を行うと、感染菌（ＰＤＦ）を閲覧できる 

 

という流れでユーザーは行動していくことになります。 

 

 

感染菌（ＰＤＦ）の閲覧までしてもらうと、ＰＭＳへの誘導がされているので、 

非常にスムーズにユーザーを誘致していくことが可能になっているわけです。 

 

紹介してアクセスするユーザーが携帯でも、パソコンでも関係なく、 

感染菌まで辿り着けることで、リストが集めやすい特徴があります。 

 

また「ご利用案内」を挟むことで、どういう内容のＰＤＦなのか？をより理解させるポ

イントにもなり、ユーザーも安心して登録することが出来ます。 

 

また、パソコンのＯＳが Windows でも Mac でも関係ないというのも、 

一つもメリットとしてありますので、是非ご利用ください。 
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■登録フォームＵＲＬ 

これは「ＰＤＦ ＵＲＬ」の紹介と少し似ているのですが、ご利用案内を経由せずに直

接、登録フォームのページへ誘導することが出来ます。 

 

※下記の画像にある赤枠内には、既存の感染菌ＰＤＦが表示されます。自作の感染菌で

作成した場合は、そのＰＤＦの名前が表示されます。 

 

 

 

ユーザーは、この紹介ＵＲＬをクリックすると、上記の登録フォームのあるページへア

クセスすることとなります。 

 

ダウンロードＵＲＬの紹介やＰＤＦの紹介と比較しても、ユーザーが登録するまでの手

間が少なく、携帯やタブレット端末、パソコンであっても登録できて感染菌であるＰＤ

Ｆまで到達することがしやすいようになっています。 
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ただし、ＰＭＳを利用するためにはどうしてもパソコンが必要になりますので、登録者

（リスト）は多く獲得できたとしても、そこから先はメールによる教育や案内をしてい

くほうが２ティアのリストまで獲得できる可能性は高くなります。 

 

感染菌を配布する方法は３つありますが、一概に「●●を紹介するのが１番いい」とい

うものはありません。それぞれにメリットがあり、デメリットもあります。 

 

あなたが紹介する際に、どういうユーザーを対象（ターゲット）として集めるか、何を

目的として紹介するのか？をしっかり頭に入れて紹介して下さい。 

 

・まだ紹介の仕方もいまいち分からない…。 

・どんなユーザーが多いのか良く分からない…。 

 

ということであれば、基本的にＰＤＦを紹介するのが無難です。 

 

Windows でも、Mac でも、スマホでも登録することが可能ですし、どんなレポートかを

説明して登録することができるので、迷った場合はＰＤＦへの誘導ＵＲＬを紹介しても

らえればと思います。 

 

【注意！】感染菌を撒く際の注意事項 

ダウンロードＵＲＬを紹介して、ＺＩＰファイルをダウンロードさせる場合に関しての

みご注意頂きたいのですが、この感染菌のダウンロードＵＲＬ（ＺＩＰファイルのダウ

ンロード）は、あなたの紹介ＵＲＬを見たユーザーがグーグルクローム（GoogleChrome）

でダウンロードすると、下記のような”警告メッセージ”が表示されてしまうことで、

ユーザーがファイルをダウンロードするところまで辿り着かない可能性がございます。 

 

＜警告メッセージ＞ 

 

 

※ ユーザーにダウンロードして頂くファイルのセキュリティ自体に問題はありません

が、セキュリティソフトのセキュリティレベルや、ブラウザのセキュリティによっ

て発生してしまいます。 

※ ＰＤＦやフォームをご紹介される場合は、関係ありませんのでご安心下さい。 
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そのため、ダウンロードＵＲＬ（zip ファイル）をご紹介される場合には、下記の『フ

ァイヤーストレージ』という、無料オンラインストレージにご登録頂き、 

 

一度ご自身で zip ファイルをダウンロードして頂き、そのダウンロードした zip ファイ

ルを、ファイヤーストレージにアップしてご紹介頂くという方法をご紹介します。 

 

 

■ファイヤーストレージ 

http://firestorage.jp/ 

 

 

 

 

上記のトップページにある会員登録をクリックしますと、 

ファイヤーストレージの登録画面が表示されます。 

 

http://firestorage.jp/
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上記画面が表示されたら、Yahoo!メールをお持ちの方は、 

「Yahoo!JAPAN ID でログイン」をクリックしてログインすると、 

すぐにファイヤーストレージをご利用頂くことが可能です。 

 

（FaceBook アカウント、Twitter アカウントでもログイン出来ます。） 

 

 

上記いずれかのアカウントがない場合は、このページでメールアドレスを 

入力し、利用規約のチェックボックスにチェックを入れて、 

「無料登録する」をクリックしてください。 
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すると、ご登録頂いたメールアドレス宛に、ファイヤーストレージから 

下記のメールアドレスと件名で、登録情報のご案内が届きます。 

 

メールアドレス：info@firestorage.jp 

件名：firestorage 登録のお知らせ 

 

※もし受信ボックスに届いていない場合は、迷惑メールフォルダもご確認下さい。 

 

 

ファイヤーストレージにログインができたら、 

メンバー管理画面からアップロードをクリックします。 

 

 

 

 

すると、次のページに推移しますので、各項目を設定していきましょう。 
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この画面で、作成するＵＲＬの保存期間、ＵＲＬの表記方法を決めます。 

 

 

 

特に設定する必要がないという場合は、そのままで結構ですが、もし、無期限でＵＲＬ

を有効にしたい場合は、期限を「特に指定しない」を選択してください。 
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アップロードの設定が完了したら、下記のアップロードのボタンをクリックします。 

 

 

 

アップロードしたいファイルを選択するウィンドウが表示されますので、 

ご自身でダウンロードした zip ファイルを選択します。 

 

※誤って違うファイルをアップロードしないようにご注意ください。 
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アップロードが完了したら上記の画面が表示されますので、 

黄色の枠の中にあるＵＲＬをコピーアンドペーストして 

メルマガなどで紹介します。 

 

なお、発信先によって対人との関係値が変わってきますので、 

ファイヤーストレージを使う際には、文言はその都度、発信先のユーザーに合

わせて調整していくことをお勧めします。 

 

例えばですが、メルマガで感染菌を流す場合に、ストレージからダウンロード

すること自体にあまり慣れていない人が多いことを推測出来ます。 

 

その場合、メルマガ内のダウンロードＵＲＬの上部に、 

 

-------------------------------------- 

セキュリティの問題でストレージにアップしていますので、 

下記のＵＲＬにアクセスして頂いて、ページの真ん中にある◯◯◯.zip という

ファイルをクリックしてダウンロードして下さい。 

 

こちらからダウンロード 

 http://●●●.com/●●●/ 

------------------------------------- 

 

というように、 

 

この文言を足したほうが、ユーザーに安心感や親切な印象を与えられるはず。 

 

といったことを考えながら、ユーザーの目線になって、感染菌を配布をしてい

くようにして下さい。 
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また後ほど、「広告素材取得」についての説明も行いますが、上記で説明したよ

うな、ストレージを使い、自身でＵＲＬを生成して紹介する場合、 

 

「広告素材取得」メニューで自動的に生成されるリンクも 

変更する必要があるので注意が必要です。 

 

 

※ 繰り返しとなりますが、感染菌のダウンロードＵＲＬ（zip ファイル）をご紹介さ

れる場合に、無料オンラインストレージにファイルをアップする方法をご利用下さい。 

配布する方法でＰＤＦやフォームでのご紹介の場合は、この手法は関係ございません。 
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レポートを配布する 
 

 

レポートの配布は、ブログやホームページ、メルマガや FaceBook などなど、 

既にあなたが持っている、様々な媒体で紹介することが出来ます。 

 

当然、紹介する際は、紹介用の文章を書く必要があります。 

 

当然、紹介する際は、紹介用の文章を書く必要があります。 

 

また、先ほど説明したアプローチ方法によっても、紹介の仕方は若干かもしれ

ませんが変えていく必要があります。 

 

例えば、フォームへ誘導しているのに、「今スグここからダウンロード！」とい

うような紹介文では、ユーザーは「あれ？」と疑問を感じてしまいますよね？ 

 

あなたが持っている媒体ですので、あなた自身の言葉で説明を 

行っていくのがベストですが、「広告素材取得」メニューで 

既にこちらで用意した文章を利用して紹介を行うことも出来ます。 

 

※ ただし、ご自身で作成したレポートをアップした際には、そのレポート専

用の広告素材は追加されませんので、その点はご理解ください。 

 

 

 

自分で文章を作るのが苦手だという場合は、 

こちらのサンプルを利用して紹介を行っていきましょう。 



Copyright ©2013 LibeRich, All Rights Reserved. 

-29- 

 

 

先ほど作成した、「リストが勝手に集まる方法」の「自己メルマガ用その１」を 

選択し、「アプローチ方法」「素材タイプ」を選択します。 

 

今日はあなたが「メルマガ」で感染菌を配布することを前提で進めますので、 

素材タイプで「メール」を選択してください。 
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メルマガでも、短文パターンと長文パターンに分けて 

複数のサンプル文章が用意されています。 

 

 

このサンプルのメール原稿をコピーし、またはリライトして 

あなたのメルマガで配信を行っていきます。 

 



Copyright ©2013 LibeRich, All Rights Reserved. 

-31- 

 

 

このように、自動的にあなたの紹介用のＵＲＬもサンプル原稿の中に 

表示されるので、そのまま利用することが出来ますが、 

 

先程も説明したように、ダウンロードＵＲＬ（ＺＩＰ）の紹介の場合は、ユー

ザーが GoogleChrome で開いた際に、警告メッセージが出る場合があります。 

 

 

なので、このＵＲＬ部分を先ほど作成たストレージファイルのＵＲＬに 

変更してメルマガで紹介しなければなりません。 

 

 
 

感染菌を作成し、紹介用のＵＲＬを生成したら、 

早速、あなたのメルマガで紹介を行っていきます。 
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※※ダウンロードＵＲＬを紹介する際の注意点※※ 

 

ユーザーは、あなたの紹介からファイルをダウンロードし、 

レポートを開くという作業を行っていきますが、その前に 

ファイルを解凍する必要があります。 

 

以下のように「zip」ファイルという圧縮ファイルがダウンロードされます。 

 

 

 

ダブルクリックすることでファイルの中身を確認することが出来ますが、 

解凍しないと利用することが出来ませんので注意が必要です。 

 

以下は、windows7 の場合の例ですが、ファイルを展開するまでの 

流れを図解入りで表示したものです。 
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メルマガで紹介する際は、zip ファイルの解凍方法を、 

紹介文に組み込むなどすると、ユーザーがレポートを 

開く確率はより高まるかと思います。 

 

また、あとでも詳しく説明させて頂きますが、 

ブログなどで紹介する場合は、解凍方法を上記のように図解入りで 

掲載してあげることも可能です。 

 

 

このように「自分のメディア」（今回の例だとメルマガ）を 

既に持っているならすぐにでも実践可能です。 

 

なお、メルマガでレポートを配布する場合は、 

メルマガのフッターなどで特定電子メール法に準じて、 

所在地、電話番号、発行者名などの記載が必要ですのでご注意下さい。 

 

 

では、メルマガを持ってないと出来ないのか？というとそれは違います。 

 

ブログやホームページ、FaceBook や Twitter など、 

あなたがインターネット上で情報発信を行うことが出来る 

サービスを利用しているならすぐにでも紹介していくことが出来ます。 

 

次のページから詳しく説明していきます。 
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自分が持っているメディアで紹介する 
 

 

「メディア」とは「媒体」を意味し、あなたが情報発信を行える媒体、 

すなわち、ブログ、ホームページ、FaceBook、Twitter などの 

あらゆる媒体を指します。 

 

今メルマガを持っていなかったとしても、 

これらのメディアさえ持っていれば、すぐにでも始めることが出来ます。 

 

 

ブログであれば恐らくほとんどの方が作成したことがあるかと思いますので、 

まずはブログでの掲載方法から説明していきたいと思います。 

 

先ほどのメルマガで説明した例と同じように、 

まずは「感染菌を撒く」より対象となるレポートを選択し、 

任意の名称をつけた菌を製造します。 

 

 

 

※ ここではわかりやすく、「ブログ掲載用 その１」としました。 
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菌の製造が終わったら、ファイヤーストレージでレポートをアップし、 

「広告素材取得」のページよりリンクの取得を行います。 

 

 

 

ブログの場合、バナー中心に紹介を行ってしまいがちですが、 

基本的にテキストリンクへ誘致することを前提にやっていきます。 

 

というのも、ユーザーにどんな目的のどんなレポートがあって、どんなシステ

ムが無料で使えるのか。ということｗしっかりと文章で伝えていきながら、教

育していく必要があるからです。 

 

もし、ダウンロードＵＲＬでＺＩＰファイルを紹介する場合に、ブログにバナ

ーを貼るだけで説明が一切なかったら…どうでしょうか？ 

 

 

何のバナーなのか良く理解してない人がクリックして、突然ファイルがダウン

ロードされ始めたら、それは驚いてしまい、怪しまれてしまいますよね？ 

 

あなたも絶対に不審に思うはずです。 

 

なので、 

 

 記事のヘッダーなどに広告として当て込む 

 配布レポートの紹介文を書いて適切なリンクをあてて紹介する 

 

という形をメインに紹介を行っていきます。 
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■ ヘッダーに広告として当て込む場合 

 

いつもブログに書いている記事のヘッダー部分に、 

【ＰＲ】形式（広告形式）で紹介を行います。 

 

この場合、数行でメリットが伝わるように紹介するのがポイントなので、 

「メール素材」の短文サンプルを参考にリライトを行うと良いです。 

 

 

 

リライトを行いブログのヘッダー部分に投稿する 

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 
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このように、ブログ記事のヘッダー部分に【ＰＲ】という形で 

サラっと紹介を行います。 

 

記事の最上部で紹介を行うことで、ブログに訪れた人は 

まずここの部分が目につくので、興味を惹くような文章を作成し、 

レポート購読を促すというやり方が、まず１つ目です。 

 

 

■ ブログ記事で紹介する場合 

 

ブログ記事で紹介を行う場合、「メール原稿」の長文サンプルを 

リライトして記事を作成すると、時間を短縮することが出来ます。 

 

 
 

もちろん、この文章をこのまま利用することも可能ですが、 

あなたのブログにはあなたの読者さんがいるわけです。 

 

なので、あなたの言葉でリライトを行ってから 

記事をアップするほうが、紹介ＵＲＬをクリックされる率は高くなります。 

 

※ そのまま利用する際は、「広告」として紹介すると良いかと思います。 
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＜ブログ掲載文章サンプル＞ 

 

こんにちは！ 

ブログ管理人の『パンデミック＠祐介』です！ 

 

今日は、「リストを集める仕組み」について、 

おもしろいレポートと“あるシステム”をご紹介したいと思います！ 

 

この"あるシステム"とは、 

 

・勝手にリストが集まってくる… 

・しかも反応のある濃いリストが… 

・更に無料で使えるという… 

 

なんとも不思議なシステムです。 

 

 

実際にレポートを読みながらシステムを触ってみると、 

 

「あぁ・・・なるほどね！」 

 

と、あなたの「不思議…」と思う気持ちも、 

全てキレイサッパリ晴れると思います。 

 

 

このシステムをご覧になってみるには、 

下記ＵＲＬから詳細を確認してお使い下さい。 

 

登録不要で今すぐ使えます。 

もちろん無料だから安心して下さいね。 

 

＞＞ 詳細はこちらより ＜＜ 

 

 

「リストが重要だって言うけど集め方が分からない…」 

「無料レポートや懸賞リストじゃ薄くて意味ないしなぁ…」 
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「コツコツ数人のリスト集めたところで何にもならないし…」 

 

 

もしあなたがこんなことでお悩みなら、 

このシステムで全て解決できます。 

 

 

このシステムは「ＰＭＳ」と言うシステムで、 

 

【Pandemic Marketing System】 

 

の、頭文字をとってＰＭＳ。 

 

 

Pandemic（パンデミック）とは、 

「爆発感染」というような意味合いで、 

 

爆発的にリストが集まる・・・ 

 

という意味が込められています。 

 

 

また、マーケティングシステムと言うくらいですから、 

このシステムは「集客」において、 

圧倒的な効果を発揮するシステムです。 

 

 

仮にあなたが無料レポートスタンドなどを利用し、 

獲得出来るリスト数が１０件/１日だとすれば、 

 

このシステムを利用するだけで、 

１００件/１日まで獲得数を伸ばすことが出来る。 

 

大袈裟に聞こえるかもしれませんが、 

それくらいインパクトのあるものです。 

 



Copyright ©2013 LibeRich, All Rights Reserved. 

-40- 

まさに圧倒的だと言えるほど、 

 

・使う者と使わざる者 

 

この両者をハッキリと区別する、 

「結果」にフォーカスしたシステムです。 

 

 

この"あるシステム"と言うのは、 

驚くほど「不思議な」システムで、 

本当に「勝手に」リストが集まってきます。 

 

"集める"ではなく"集まる"のです。 

 

 

こんな話、いきなり信じられるかと言えば、 

もしかしたら難しいかも知れません。 

 

信じる信じないは当人の自由ではありますが、 

「百聞は一見にしかず」です。 

 

 

あなたが"本気"で稼ぎたいなら、 

膨大なリストを集めなくてはいけません。 

 

その「方法」と「ノウハウ」に加え、 

「勝手に集まるシステム」まで無料で使えるなら… 

 

実践してみない…という選択肢はありません。 

 

今すぐ下記から詳細を確認して、 

真実をあなた自身の目で見てみて下さい。 

 

 

実際にレポートを読み、システムを触ってみれば 

なぜこれほどまでに「凄い」というのかが 
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おわかり頂けるかと思います。 

 

＞＞ 詳細はこちらより＜＜ 

 

※残念ながらシステム自体は「スマホ」では使えませんので、 

 出来るだけパソコンで開いてご覧下さい。 

 

（ここまで）--------------------- 

 

 

このようにサンプル文章をそのまま利用するのではなく、 

あなた自身の言葉で説明や紹介を行っていきます。 

 

 

ブログで掲載する際の注意点としては、 

利用規約などが各ブログによって異なるということです。 

 

例えば、アメブロでは「リスト取り」という行為が禁止されており、 

ブログ内にフォームを設置し、リストを取る行為を行った場合、 

ブログの削除が行われてしまいます。 

 

しかし、パンデミックで行うことは『パスワード付きのレポートを配布するこ

と』であって、直接リスト取りは行っておりませんので、現在のところ利用規

約の禁止行為には抵触していないと言えます。 

 

※ 但し、利用規約の更新などはブログサービス側が不定期で行うもので、「い

つ」「どんな事項」が追加されるかはサービス側しかわかりませんので、あ

くまで自己責任にてお願い致します。 

 

 

このように、あなたがブログなどの情報発信の媒体をお持ちであれば、 

すぐにシステムを利用し、レポート・システムを紹介していくことが出来ます。 

 

上記ではブログを例に説明しましたが、 

FaceBook や Twitter などからも紹介を行っていくことも可能です。 
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FaceBook や Twitter でもブログでの紹介方法と同じように、 

 

 【ＰＲ】形式で紹介を行う 

 サンプルをリライトして自分の言葉で紹介する 

 

というようなやり方で、紹介を行っていくことが出来ます。 

 

 

＜FaceBook 掲載サンプル＞ 
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＜Twitter 掲載サンプル＞ 

 

 

 

Twitter の場合、ツイートに文字制限があるため、文字数をオーバーすると、 

上記ののようにオーバーしている文字数が表示されます。 

 

ですので、同じＰＲ形式でやるにしても、リライト形式にしても、 

Twitter の場合はブログや FaceBook よりはコンパクトに文章をまとめて 

紹介を行うようにしてください。 

 

 

このように、自分のメディアがあれば、 

すぐにでも実践することが可能となっています。 

 

もし、情報発信を行うメディアがないということであれば、 

まずはブログを作るところから始めてみてください。 

 

次回配布の実践編では、「自分のメディアがなくてもリストを集める方法」 

について、お話していきます。 

 

 

また、自分のメディアで紹介していく際も、ターゲットや切り口を変えて 

「感染菌」を変更してレポートの配布を行えば、獲得出来るユーザー層の 

幅も広がってきます。 
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今回は「リストを集めたい人」をターゲットにした内容でしたが、 

ネットビジネス初心者をターゲットにしたければ、 

「ネットビジネス初心者が月５万稼ぐ方法」という菌を使うことも出来ます。 

 

 

 

 

今後は、例えば「FaceBook で稼ぐ～」とか「Twitter で～」というように、 

別のターゲットを対象にした感染菌（レポート）を増やしていく予定です。 

 

そうすることでアタック出来るターゲットの幅を広げて、 

最新のリストを取得出来るようになっていきます。 

 

菌の追加などのお知らせについては、ログイン後のお知らせ画面や、 

「パンデミックシステム通信」よりお知らせしていきますので、 

しっかりとお見逃しのないようにお願い致します。 

 

 

それでは、感染菌を作成し、あなたが情報発信を行えるメディアを利用して 

紹介するところからスタートしていきましょう。 

 

ご不明な点などありましたら、 

いつでも下記メールアドレスまでご連絡ください。 

 

info@pandemic-m.com 

 

 

 

mailto:info@pandemic-m.com

